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ア
ジ
ア
と
り
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世
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編
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ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
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第
七
巻
「
東
ア
ジ
ア
の
展
開
」
の
連
続
す

る
三
つ
の
巻
で
あ
る
。

　
三
巻
が
も
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ト
ル
を
ご
覧
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な
っ
た
読
者
の
中
に
は
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い
っ
た
い
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
意
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が
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の
か
、
な
ぜ
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華
世
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与
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の
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編
」
と
は
な
に
か
、
さ
ら
に
は
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華
世
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」「
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
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ア
ジ
ア
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タ
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ト
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れ
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。
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そ
し
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批
判
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げ
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れ
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と
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に
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む
し
ろ
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が
興
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か
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我
々
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の
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の
乱
ま
で
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そ
し
て
唐
後
半
か
ら
元
末
・
明
初
ま
で
の
分
期
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
何
も
こ
こ
で
「
時
代
区
分
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と
い
う

ほ
ど
大
上
段
に
か
ま
え
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
分
期
は
、
以
下
の
事
由
に
よ
る
。

　
東
ア
ジ
ア
に
誕
生
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た
漢
民
族
の
文
明
と
統
一
帝
国
、
こ
れ
を
「
漢
人
統
一
帝
国
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
先
秦
か
ら
統
一
秦
に
い
た
る
、

い
わ
ば
統
一
帝
国
成
立
を
招
来
し
た
前
史
を
ふ
ま
え
て
、
秦
漢
帝
国
と
い
う
皇
帝
の
も
と
で
の
中
央
集
権
国
家
が
成
立
す
る
。
そ
れ
は
漢

民
族
の
中
華
帝
国
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
漢
民
族
の
中
華
が
異
民
族(

匈き
ょ
う奴ど

、
鮮せ
ん

卑ぴ

や
ト
ル
コ
系
遊
牧
民
族
国
家)
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の
接
触
、
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合
、
昇
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に
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晋
王
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っ
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終
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新
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中
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中
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世
界
」
が
再
編
さ
れ
る
。
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華
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華
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の
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拡
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政
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「
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華
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意
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。

　
そ
の
後
、
唐
中
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安
禄
山
の
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以
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の
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崩
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す
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遼
・
金
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辺
異
民
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い
わ
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が
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そ
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に
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潤
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い
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来
の
強

し
た
た
かさ

」
そ
し
て
「
潜
在
す
る
老
獪
さ
」
を
有
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て
お
り
、
そ
の
重
層
の
上
に
第
三
段
階
の
「
中
華
世

界
」
が
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ま
れ
る
。
か
の
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
が
フ
ビ
ラ
イ
の
王
朝
で
「
中ち

ゅ
う統と
う」

と
い
う
元
号
、「
大だ

い

元げ
ん

」
と
い
う
『
易
』
を

典
故
と
し
た
国
号
を
制
定
し
、
大
都
と
い
う
都
城
を
建
設
し
た
の
は
、
華
北
・
華
南
の
中
国
内
地
支
配
の
懐
柔
政
策
の
一
環
で
あ
っ
た
に

し
ろ
、
別
の
目
で
見
れ
ば
、
か
か
る
礼
的
制
度
と
漢
字
文
化
を
意
識
さ
せ
、
巧
ま
ず
し
て
憧
憬
を
抱
か
せ
る
中
華
文
化
の
伝
統
的
強
靭
さ

で
あ
る
と
も
い
え
る
。
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
「
中
華
世
界
」
は
、
第
二
期
の
よ
う
に
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
」
と
表
現
す
る
に
は
、
い
さ
さ

か
不
適
当
で
あ
り
、
む
し
ろ
新
出
の
「
東
ア
ジ
ア
世
界
」
と
い
っ
た
ほ
う
が
、
よ
り
本
質
に
迫
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
か
か
る
異
な
る
民
族
と
文
化
を
併
菟
し
て
換
骨
奪
胎
を
繰
り
返
す
「
中
華
世
界
」
の
拡
大
と
変
質
の
歴
史
的
展
開
を
こ
こ
で
、「
中
華

世
界
の
重
層
環
節
」
と
表
現
す
る
こ
と
に
し
、
各
巻
は
そ
の
「
重
層
環
節
」
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
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明
清
以
降
は
、
よ
り
世
界
的
な
視
点
か
ら
の
解
説
が
必
要
で
あ
り
、
第
一
二
巻
、
第
一
七
巻
が
そ
れ
を
担
う
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
こ
の

「
中
華
世
界
の
重
層
環
節
」
は
、
じ
つ
は
現
在
の
中
華
人
民
共
和
国
の
あ
り
方
に
も
繫
が
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
「
拡
大
す
る
中
華
国

家
」
に
他
な
ら
な
い
。

　
ⅵ中
華
」
と
い
う
二
字
の
名
称
は
、
経
書
な
ど
に
見
え
る
「
中
夏
」「
中
国
」「
華
夏
」
の
語
彙
か
ら
「
中
」
と
「
華
」
を
取
り
出
し
て
、
東
晋
以
後
に

な
っ
て
作
ら
れ
た
名
称
で
あ
る(

渡
邉
二
〇
一
〇
㍎
序
章
「〈

中
華〉

と
は
何
か
」)

。
唐
代
で
は
法
制
、
行
政
の
用
語
と
も
な
り
、「
外
藩
」
の
対
語
と
し
て

『
唐と
う

律り
つ

疏そ

議ぎ

ⅴ(

名
例
律)
で
確
認
さ
れ
る
。
東
ア
ジ
ア
世
界
の
歴
史
的
展
開
か
ら
第
二
段
階
に
至
っ
て
登
場
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
「
中
国
世
界
」
で

は
な
く
「
中
華
世
界
」
と
こ
こ
で
表
現
す
る
の
は
、「
重
層
環
節
」
と
い
う
概
念
を
表
す
最
も
相
応
し
い
用
語
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
本
書
第
五
巻
は
、
前
述
の
如
く
先
秦
時
代
か
ら
四
世
紀
初
頭
の
西
晋
ま
で
を
と
り
あ
つ
か
う
。

　
ⅵ中
華
世
界
」、
そ
の
「
中
華
」
は
ど
う
い
う
概
念
な
の
か
。
一
般
的
に
「
中
華
」
の
対
語
は
「
夷い

狄て
き

」
で
あ
る
が
、
統
一
秦
以
後
に
な

っ
て
、
中
国
大
陸
に
統
一
国
家
が
成
立
し
、「
秦
人
」「
漢
人
」
と
い
う
語
が
登
場
し
、
秦
帝
国
、
漢
帝
国
の
構
成
員
と
、
そ
の
周
辺
、
長

城
の
外
に
居
住
す
る
異
な
る
集
団
を
夷
狄
と
し
、
そ
こ
に
中
華
と
夷
狄
の
概
念
が
配
当
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
秦
漢
統
一
帝
国
の
誕

生
と
密
接
に
関
係
す
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
、「
中
華
」
と
「
夷
狄
」
は
、
異
な
っ
た
概
念
を
有

し
て
い
た
の
で
あ
り
、
秦
漢
帝
国
以
後
も
「
中
華
」
の
意
味
は
変
化
し
て
い
く
。
つ
ま
り
「
中
華
」
の
内
容
は
一
定
不
変
で
は
な
く
、
流

動
性
の
中
で
変
化
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
流
動
性
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
そ
も
そ
も
「
中
華
」「
中
国
」
の
概
念
が
意
識
的
に
作
為

さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
可
変
的
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
本
巻
「
中
華
世
界
の
盛
衰
」
は
、「
統
一
帝
国
以
前
」「
漢
人
統
一
帝
国
」「
漢
人
統
一
帝
国
の
衰
退
と
復
興
」「
魏
晋
王
朝
の
政
治
改
革

と
そ
の
挫
折
」「
胡
漢
融
合
の
新
た
な
中
華
の
誕
生
」
と
い
う
流
れ
を
縦
軸
と
し
、
対
象
と
す
る
時
代
に
お
け
る
思
想
、
社
会(

家
族
、
男

女
の
性
差)

、
文
学
、
地
方
行
政
と
地
方
官
、
周
辺
諸
国
な
ど
の
課
題
を
横
軸
と
し
、
そ
の
座
標
面
の
う
え
で
中
華
世
界
の
成
立
、
変
遷
そ
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し
て
終
焉
を
「
連
続
と
変
化
」
と
い
う
動
的
視
座
で
も
っ
て
描
き
出
す
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

　
ま
ず
、
本
章
で
は
、「
中
華
」「
中
華
世
界
」
の
概
念
の
変
遷
と
確
立
を
考
え
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、「
儒
教
」「
礼
」「
法
」
と
い
っ
た

中
華
世
界
を
象
徴
す
る
こ
と
が
ら
を
鍵
詞
に
お
い
て
、
第
一
期
「
中
華
世
界
」
の
誕
生
と
終
焉
を
述
べ
よ
う
。

一
、
中
国
、
諸
夏
、
夷
狄
、
四
海
、
天
下

　
殷

い
ん

周
し
ゅ
う

時
代
、
中

ち
ゅ
う

原げ
ん

一
帯
に
は
、「
邑ゆ

う

」「
国こ

く

邑ゆ
う

」
と
呼
ば
れ
る
万
単
位
の
数
の
聚
落
が
存
在
し
た
と
さ
れ
る
。
国
邑
の
規
模
は
、
大
小
一

定
し
な
い
が
、
一
キ
ロ
か
ら
四
キ
ロ
四
方
の
城
壁
に
囲
ま
れ
た
都
城
を
も
ち
、
周
辺
に
三
υ四
十
キ
ロ
四
方
の
耕
作
地
、
狩
猟
地
が
広
が

り
、
そ
の
土
地
も
「
邑
」
も
し
く
は
「
国
邑
」
の
領
域
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
近
年
の
考
古
発
掘
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た

(

江
村
二
〇
〇
〇
㍎
ⅵ戦
国
都
市
遺
跡
表
」
四
一
三
㉔
四
五
七
頁)

。
文
献
史
料
か
ら
も
『
荀
子
』
王
覇
に
、「
湯
王
は
亳は

く

の
地
に
あ
っ
て
、
武
王

は
帙こ

う

の
地
に
お
り
、
と
も
に
百
里
四
方
の
領
地
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
天
下
は
統
一
さ
れ
、
諸
侯
は
臣
下
と
な
り
、
足
跡
の
及
ぶ
限
り
の
所

に
い
る
輩
は
、
す
べ
て
服
従
す
る
」
と
み
え
、
百
里(
四
〇
キ
ロ)

四
方
が
国
邑
の
一
般
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
殷
や
周
の
都
も
「
大だ

い

邑ゆ
う

商し
ょ
う」「

大
邑
成せ

い

周し
ゅ
う」

な
ど
と
の
呼
称
を
も
っ
て
お
り
、
中
原
統
治
、
四
方
統
治
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
「
国
邑
」

と
し
て
「
中
国
」
と
呼
ば
れ
た
。
そ
れ
は
、
西
周
時
代
の
青
銅
器
に
鋳
込
ま
れ
た
銘
文
の
中
に
す
で
に
確
認
さ
れ
る(

松
井
二
〇
〇
二
㍎
第

一
部
第
二
章)

。

隹
れ
武ぶ

王お
う

は
既す

で

に
大
邑
商
に
克か

ち
、
す
な
わ
ち
天
に
廷て

い

告こ
く

し
て
曰
く
、
余
は
茲こ

れ

、
中
或
⒆国
⒇に
宅お

り
て
、
之
れ
自よ

り
民
を
括お

さ

め
ん
と
。

凩ば

尊
銘

　
ⅵ中
国
」
と
方
向
を
同
じ
く
す
る
語
と
し
て
は
、「
中
夏
」「
華
夏
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
現
存
す
る
文
献
史
料
の
内
、
最
も
古
い
と

考
え
ら
れ
る
『
尚
書
』『
詩
経
』
の
中
に
西
周
時
代
の
言
説
と
し
て
そ
れ
ら
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、「
中
国
」
と
い
う
語
が
ど
ち
ら
か
と
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言
え
ば
、
中
心
的
国
邑
と
い
っ
た
地
域
的
表
現
に
傾
斜
す
る
の
に
対
し
て
、「
中
夏
」「
華
夏
」
は
、
周
王
朝
の
政
治
、
文
化
の
中
心
、
も

し
く
は
そ
の
影
響
下
に
あ
る
空
間
と
い
っ
た
、
よ
り
観
念
的
な
意
味
合
い
を
有
す
る
語
と
解
釈
さ
れ
る(

渡
邉
二
〇
一
〇
㍎
三
八
頁)

。

　
国
邑
の
外
に
は
、
山
林
、
原
野
な
ど
が
存
在
し
て
い
る
の
だ
が
、
定
住
の
如
何
を
問
わ
ず
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
形
で
居
を
お
く
集
団
が

「
夷
」「
狄
」「
蛮
」
な
ど
と
い
う
呼
称
を
も
つ
夷
狄
で
あ
っ
た
。『
春
秋
左
氏
伝
』
な
ど
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夷
狄
は
、
◯
夷(

淮わ
い

夷い

、
東
夷

な
ど)

、
◯
戎(

犬け
ん

戎じ
ゅ
う、
陸
渾
戎

り
く
こ
ん
じ
ゅ
う

)

、
◯
狄(

白は
く

狄て
き

、
赤せ
き

狄て
き

な
ど)

と
個
別
の
名
称
を
も
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
狩
猟
、
牧
畜
を
営
む
集
団
も
あ

れ
ば
、
半
農
半
牧
の
集
団
も
存
在
し
て
い
た
。
す
く
な
く
と
も
彼
ら
の
居
住
形
態
は
、
城
壁
を
備
え
て
そ
の
外
側
に
農
耕
地
が
展
開
す
る

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
居
住
形
態
、
生
活
習
俗
も
国
邑
の
構
成
員(

国
人)

と
は
異
な
っ
て
い
た
。

　
た
だ
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
い
う
と
こ
ろ
の
夷
狄
は
、
後
の
時
代
の
夷
狄
、
つ
ま
り
長
城
の
外
に
存
在
す

る
遊
牧
異
民
族
で
は
な
く
、
中
原
一
帯
に
お
い
て
多
く
の
国
邑
と
隣
接
し
あ
っ
て
居
住
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
か
か
る
夷
狄
は
周

王
に
「
四
方
の
積
」
を
貢
ぐ
こ
と
で
周
の
統
治
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と(

松
井
二
〇
〇
二
㍎
四
七
㉔
四
八
頁)

、
そ
し
て
そ
の
は
じ
め
、

「
中
華
」
と
「
夷
狄
」
と
い
う
語
は
、
後
に
優
劣
の
評
価
が
そ
こ
に
付
与
さ
れ
る
対
立
概
念
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ⅵ中
華
」
と
い
う
語
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
東
晋
以
後
の
成
語
で
あ
り
、
先
秦
秦
漢
の
出
土
文
字
資
料
、
文
献
史
料
の
な
か
で
は
確
認
で
き
な

い
。
し
か
し
、
本
章
で
は
、
以
後
の
説
明
に
お
い
て
、「
諸
夏
」「
中
国
」
な
ど
を
代
表
す
る
表
現
と
し
て
使
用
し
て
い
く
こ
と
に
し
、
ま
た
「
戎
」「
夷
」

「
蛮
」「
狄
」
の
総
称
と
し
て
「
夷
狄
」
を
使
用
す
る
。

　
中
華(

中
国
・
諸
夏)

と
夷
狄(

戎
・
蛮)

は
、
は
じ
め
は
単
な
る
居
住
地
域
・
存
在
形
態
の
区
分
を
示
す
独
立
し
た
語
で
あ
っ
た
。
時
代
を

経
る
に
つ
れ
て
、
両
者
の
区
別
が
平
面
的
な
相
違
に
と
ど
ま
ら
ず
、
縦
系
列
に
お
か
れ
る
等
差
、
上
下
関
係
を
も
つ
価
値
づ
け
へ
と
推
移

し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
区
別
が
差
別
へ
と
転
化
す
る
普
遍
的
現
象
か
ら
し
て
、
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な

い
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
西
周
か
ら
春
秋
時
代
、
戦
国
時
代
と
時
代
の
移
行
に
と
も
な
っ
て
顕
在
と
な
っ
て
い
く
。
西
周
時
代
に
は
、
中
原

007

展　望
中華世界の重層環節 その第一幕



世界歴史　5　中華世界の盛衰
aa01530_h_01.ps : 0006 : 2021/10/15(17:22:08)

一
帯
に
は
大
小
を
合
わ
せ
る
と
万
単
位
で
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ
る
国
邑
が
、
強
大
な
国
邑
、
つ
ま
り
有
力
な
諸
侯
国
が
複
数
の
国
邑
を

傘
下
に
お
き
、
中
原
に
お
け
る
中
華
世
界
が
拡
大
し
て
い
く
な
か
で
中
華
に
属
す
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
明
確
化
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。
城
壁
を
も
つ
都
城
と
、
そ
の
周
辺
の
耕
作
地
お
よ
び
牧
畜
地
か
ら
な
り
た
つ
国
邑
の
基
本
的
構
造
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

有
力
諸
侯
国
が
周
辺
の
国
邑
を
衛
星
と
し
て
従
え
る
と
い
う
図
式
を
想
定
し
て
も
よ
い
。

　
ⅵ天
子
の
制
、
地
は
方
千
里
、
公
侯
は
皆
な
方
百
里
、
伯
は
七
十
里
、
子
、
男
は
五
十
里
」
は
、『
孟
子
』
万

ば
ん

章
し
ょ
う

下
の
文
で
あ
る
が
、

「
そ
の
昔
は
、
万
を
数
え
る
国
が
存
在
し
て
い
た
が
、
今
で
は
十
数
国
が
残
っ
て
い
る
だ
け
だ
ⅶ(『
荀
子
』
王
覇)

、「
湯
王
は
亳
の
地
に
あ

っ
て
、
武
王
は
帙
の
地
に
お
り
、
と
も
に
百
里
四
方
の
領
地
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
天
下
は
統
一
さ
れ
、
諸
侯
は
臣
下
と
な
り
、
足
跡
の
及

ぶ
所
の
輩
は
、
す
べ
て
服
従
す
る
ⅶ(
同
上)

と
い
っ
た
言
説
か
ら
は
、
殷
周
期
に
は
、
百
里
四
方
の
国
邑
が
一
般
で
あ
っ
た
の
が
、
戦
国

期
に
は
も
は
や
、
小
さ
な
国
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　
孟
子
と
荀
子
の
主
張
は
、
彼
ら
の
思
想
の
展
開
が
も
の
し
た
修
辞
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
国
邑
の
拡
大
と
序
列

化
を
そ
の
行
間
に
読
み
取
る
こ
と
は
、
あ
な
が
ち
誤
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。

　
か
く
、
春
秋
の
覇
者
、
戦
国
の
七
雄
国
と
中
華
衛
星
圏
が
拡
大
し
て
い
く
波
間
で
、
華
北
に
雑
居
し
て
い
た
夷
狄
は
、
一
部
は
中
華
の

中
に
吸
収
さ
れ
て
い
き
、
一
部
は
中
華
と
一
層
鮮
明
に
対
立
関
係
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
ま
た
一
部
は
、
中
原
か
ら
離
れ
て
北
に
移
っ
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
華
北
に
お
け
る
中
華
領
域
の
拡
大
が
も
た
ら
し
た
夷
狄
の
弱
小
化
は
、
中
華
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
自
己
の
優
位
性
を
確
立
す
る
こ
と
と

同
時
に
、
あ
る
べ
き
中
華
と
否
定
す
べ
き
非
中
華
＝
夷
狄
を
一
層
明
確
に
し
、
華
夷
の
実
体
的
相
違
か
ら
観
念
的
価
値
評
価
へ
の
深
化
を

促
す
こ
と
に
な
る
。
社
会
の
混
乱
と
無
秩
序
が
進
行
す
る
な
か
で
、
あ
る
べ
き
社
会
、
政
治
、
そ
し
て
人
間
と
し
て
と
る
べ
き
行
動
へ
の

理
想
化
が
、
そ
の
反
対
概
念
と
し
て
夷
狄
を
設
定
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
過
程
を
い
ま
す
こ
し
詳
細
に
た
ど
っ
て
い
こ
う
。
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ⅳ詩
経
』『
尚
書
』『
論
語
』
な
ど
が
、
部
分
的
に
し
ろ
、
い
つ
頃
編
纂
さ
れ
成
立
し
た
の
か
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

た
だ
、
前
五
世
紀
春
秋
末
期
か
ら
前
三
世
紀
半
ば
の
戦
国
時
代
、
つ
ま
り
孟
子
や
荀
子
の
時
代
に
は
形
を
な
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。

確
実
に
い
え
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
書
は
、
現
在
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
最
も
古
い
、
整
っ
た
文
献
史
料
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ⅵ中
国
」
と
い
う
語
は
、『
詩
経
』
生せ

い

民み
ん

之し

什
じ
ゅ
う

・
民
労
「
此
の
中
国
を
恵め

ぐ
みて

、
以
て
四
方
を
綏や

す

ん
ず
⒆中
国
に
恵
み
を
ほ
ど
こ
し
、
四
方
を
安

定
さ
せ
る
⒇」、
蕩と

う

之し

什
じ
ゅ
う

・
蕩
「
内
、
中
国
に
盈い

か

り
て
、
覃ひ

き
て
鬼き

方ほ
う

に
及
ぶ
⒆怒
り
は
中
国
か
ら
お
こ
り
て
、
遠
方
に
及
ぶ
⒇」
な
ど
が
文
献
に

見
え
る
古
い
用
例
だ
が
、
こ
こ
で
の
「
中
国
」
は
、
華
北
の
中
心
、
京け

い

師し

と
い
う
場
所
を
意
味
し
、
そ
れ
は
す
で
に
挙
げ
た
青
銅
器
の
銘

文
の
「
中
或
」
に
通
底
す
る
。
や
が
て
、
よ
り
意
味
が
広
が
り
、
か
つ
夷
狄
と
対
に
な
っ
た
「
中
国
」
が
登
場
す
る
。

　
ⅳ論
語
』
に
は
、「
中
国
」
の
二
字
は
見
え
ず
、「
諸
夏
」
と
あ
る
が
、「
子
曰
く
。
夷
狄
の
君
あ
る
は
、
諸
夏
の
亡
き
に
如し

か
ざ
る
な

り
ⅶ(

八は
ち

極い
つ)

と
、
は
っ
き
り
と
諸
夏
と
夷
狄
は
対
に
な
っ
て
登
場
し
、
か
つ
諸
夏
が
夷
狄
よ
り
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

は
、「
あ
る
べ
き
中
華
」
と
い
う
理
念
が
あ
り
、
そ
の
対
立
概
念
に
「
夷
狄
」
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。「
あ
る
べ
き
」「
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
」

は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
現
実
的
空
間
で
は
な
く
観
念
的
概
念
が
形
成
さ
れ
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
ⅳ孟
子
』
に
い
た
っ
て
は
、
そ
れ
が
一
層
す
す
む
。
理
想
主
義
に
こ
と
の
ほ
か
傾
斜
す
る
孟
子
の
思
想
か
ら
か
、『
孟
子
』
の
な
か
で
説

か
れ
る
「
中
国
」「
夷
狄
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
華
北
の
中
心
」「
京
師
」
と
い
っ
た
意
味
で
使
わ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
は
洗
練
さ
れ

た
文
化
を
も
つ
「
中
国
」
と
、
非
文
明
の
固
陋
で
野
卑
な
夷
狄
と
の
対
立
関
係
を
鮮
明
に
し
、
夷
狄
は
中
華
に
よ
っ
て
懐
柔
さ
れ
、
教
化

さ
れ
る
対
象
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

中
国
に
莅の

ぞ

み
て
、
四
夷
を
撫や

す

ん
ず
⒆中
国
に
君
臨
し
て
、
夷
狄
を
懐
柔
す
る
⒇。

『
孟
子
』
梁
恵
王
上

吾
、
夏
を
用も

っ
て
夷
を
変
ず
る
こ
と
を
聞
く
も
、
未
だ
夷
に
変
ぜ
ら
る
こ
と
を
聞
か
ざ
る
な
り
⒆私
は
、
中
国
が
夷
狄
を
改
変
さ
せ
た
こ

と
は
聞
い
て
い
る
が
、
夷
狄
に
改
変
さ
せ
ら
れ
た
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
⒇。

『
孟
子
』
凭
文
公
上

　
さ
ら
に
孟
子
に
あ
っ
て
は
、
舜
や
文
王
が
も
と
も
と
夷
狄
か
ら
出
て
き
て
、
中
国
を
統
一
し
た
と
も
い
う
。
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孟
子
曰
く
。
舜
は
諸し

ょ

馮ひ
ょ
うに

生
ま
れ
、
負ふ

夏か

に
移
り
、
鳴め

い

条じ
ょ
うで

亡
く
な
っ
た
。
東
夷
の
人
間
で
あ
る
。
文
王
は
岐き

周
し
ゅ
う

に
生
ま
れ
、
畢ひ

つ

郢え
い

で
亡
く
な
っ
た
。
西
夷
の
人
間
で
あ
る
。
土
地
を
隔
て
る
こ
と
、
千
里
あ
ま
り
、
世
代
の
前
後
は
、
千
有
余
年
で
あ
る
が
、
志
を
も

っ
て
中
国
に
尽
く
し
た
こ
と
、
符
節
を
合
わ
せ
る
か
の
ご
と
き
で
あ
る
φ

『
孟
子
』
離り

婁ろ
う

下

　
右
の
条
文
が
記
す
「
夷
」「
狄
」
は
、
未
開
の
土
地
、
野
卑
な
片
田
舎
、
文
明
の
果
つ
る
と
こ
ろ
、
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
異
民
族
ⅶ

＝
ⅵ異
な
っ
た
民
族
」
と
い
う
意
味
は
希
薄
で
あ
る
。
つ
ま
り
相
違
は
、
実
体
的
相
違
で
は
な
く
相
対
的
価
値
観
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、

非
文
明
の
野
蛮
か
ら
、
文
明
の
中
華
へ
の
移
行
は
教
化
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
い
う
図
式
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　
夷
狄
か
ら
中
華
の
上
昇
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
逆
に
中
華
か
ら
夷
狄
へ
の
転
落
も
論
理
の
必
然
と
い
っ
て
よ
い
。
中
華
と
夷
狄
の
価
値
づ

け
が
こ
こ
に
流
動
性
を
有
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
そ
れ
を
明
確
に
主
張
す
る
の
が
、
戦
国
末
か
ら
漢
に
か
け
て
、
口
授
さ
れ
て
き
た
伝
義
が
次
第
に
形
を
整
え
て
い
き
、
最
終
的
に
漢
景

帝
の
と
き
書
物
と
な
っ
た
『
春

し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う公く

羊よ
う

伝で
ん

』
で
あ
る(

日
原
一
九
七
六
㍎
ⅵ春
秋
学
の
成
立
」)

。

夷
狄
を
許
す
は
、
一
に
し
て
足
ら
ざ
る
な
り
。

『
春
秋
公
羊
伝
』
文
公
九
年

夷
狄
の
中
国
に
主
た
る
を
与ゆ

る

さ
ざ
る
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
曷な

ん

為す

れ
ぞ
、
中
国
を
し
て
之
に
主
た
ら
ざ
ら
し
む
る
や
。
中
国
も
亦ま

た
新

た
な
夷
狄
な
れ
ば
な
り
φ

『
春
秋
公
羊
伝
』
昭
公
二
十
三
年

　
ⅵ中
国
も
亦
た
新
た
な
夷
狄
な
り
」。『
公
羊
伝
』
に
あ
っ
て
は
、
夷
狄
は
も
は
や
実
体
的
存
在
で
は
な
く
、「
あ
る
べ
き
中
華
の
資
格
を

も
た
な
い
存
在
」
と
い
う
、
醱
む
べ
き
貶
辞
に
変
化
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

　
夷
狄
と
中
国
は
、
文
化
の
習
熟
の
相
違
だ
と
い
う
相
対
的
位
置
づ
け
、
そ
の
獲
得
と
喪
失
が
、
夷
狄
と
中
華
の
流
動
的
相
互
転
換
を
召

喚
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
本
章
の
冒
頭
で
言
及
し
た
中
華
世
界
に
お
け
る
重
層
環
節
の
水
脈
の
源
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
次
に
、「
あ
る
べ
き
中
華
」「
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
非
中
華
＝
夷
狄
」
と
は
、
な
に
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
、
誰
が
定
義
づ
け
た
の
か

を
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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